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1, はじめに 

近年のハードウェアの進歩は目を見張るも

のがありタッチパネルを始めとする、より簡

単な入力処理を可能とするデバイスが次々と

発明されている。しかしこれらのデバイスは

直観的な操作を可能とする反面、ソフトウェ

ア開発における改善は見受けられず、タッチ

パネルなどによるコーディングは困難を極め

ているというのが現状である。本報告では音

声認識エンジン Julius を用いた、より柔軟か

つ最新デバイスに適応可能なソフトウェア開

発環境の構築を目指す。音声認識を用いたソ

フトウェア開発環境の構築はより柔軟かつ手

軽なプログラミングを可能とし、タブレット

PC やスマートフォンにおけるスムーズなコー

ディングを実現すると考えられる。また、少

量の音声情報のみから目的の処理を見つける

ことのできる、プログラミング知識の乏しい

人であってもソフトウェアの開発が可能とな

るようなモデルの提案を行う。 

 

2, 音声認識エンジン Julius 

Julius はオープンソースの音声認識エンジ

ンであり、主に日本語を扱った音声認識モデ

ルにおいて幅広く利用されている。また

Julius は独自に単語辞書を持つことができ、

単語とその読みの定義や、単語毎の生起確率

を指定することが可能であり、音声認識シス

テム毎の目的に合わせた調整及び認識の最適

化を行うことが可能である。音声認識を用い

たソフトウェア開発環境の構築においては言

語毎の予約語や標準キーワードの登録により

誤検出を防ぐことができる。 
 

3, 先行研究 

2013 年に Ruddtwo による発表[1]において、

音声情報のみを用いて Python のコーディング

をする手法が提案された。 

 

 

Ruddtwo の報告ではエディタ操作に重きが置か

れ、マイクを通し肉声情報を入力情報として

扱うという点を除き、これまでの手指を用い

たコーディングと根本的な違いは無い。また

Chirstine により、Java と音声認識ソフト

Dragon を用いた音声認識による Java プログラ

ミング手法が提案された[2]。Chirstine の報

告では複数の音声認識候補に対しひとつの処

理を当てはめる手法を取っており、例えば

「 do 」 , 「 do the following 」 , 「 loop 

body」, 「body」,「for body」,s「while 

body」といった音声入力は全て単一のループ

処理に対応される。 
 

4, 提案手法 

これ等の先行研究を踏まえ、本報告では肉

声情報のみから目的とするソースコードを自

動生成するという、既存の手法とは異なるプ

ログラミング手法の提案を行う。先行研究で

は利用者がソフトウェアの仕様を考慮して音

声入力を行わねばならないが、本研究ではあ

らゆる音声入力に対してもプログラム側が何

かしらの関連付けを行い、出力結果を生成す

る。 

本プログラムは取得された音声情報を文章化

し、さらにその文章に含まれる単語を「変数」

「文字列」「関数」「クラス」のいずれかと

して扱う。例として「hoge イコール 1 足す

5」,「FizzBuzz 100」、「情報処理」という

音声入力が存在する場合、これらは順番に、

hoge という変数に 1+5 の結果で初期化し宣言

する処理、1 から 100 までの FizzBuzz の結果

の表示をする関数の呼び出す処理、”情報処

理”という文字列を出力する処理として扱わ

れる。 

今回の報告では一般的なパソコンと比べキー

ボードからの入力にラグのある Raspberry Pi

などの廉価ボードにおける、既存の入力デバ

イスからの代替えとなるようなシステムの構

築の検証を行った。またこの試みでは、比較
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的構文の規則が易しく、また機能が多用であ

る Python を用いた。 

 

5, 動作の流れ 

プログラムの一連の動作を示す。 

 

(1), 音声認識プログラム Julius を起動し、

ユーザからの音声入力を受け取る。この際に

独自の単語辞書を設定することで処理に適し

た設定を行う。 

 

(2), 取得した音声情報から有効な文章を切

り出す。Julius は音声からテキストへと変換

をする際に音韻毎に句読点などが混ざること

があるため、これらを取り除く。 

 

(3),編集したテキストの構文解析を行う。

(2)の結果を基に各単語が適応する関数・クラ

スが存在するかを調べ、存在する場合はそれ

らに割り当てる。適応する関数・クラスが存

在せず、単語が’=’を含む場合は単語 i , 

‘=’,単語jとして処理し変数の宣言と初期化

を行う。いずれにも該当しない場合は全て文

字列の出力処理として扱う。 

 

(4),(3)で得られたソースコードを保存・実

行する。 

この一連の動作をプログラム側が自動で行う

ことにより、プログラマはマイクに向かって

話しかけるのみでソースコードの生成及びデ

バッグを行うことが可能である。 

 

6, まとめ 

  現在普及しているタブレット PC やスマート

フォンは、直観的な操作をユーザに提供しつ

つも、プログラミング環境における改善は見

受けられない。そこで本研究では音声認識エ

ンジン Julius を用いたソフトウェア開発環境

の構築を行い、既存の手法に比べより柔軟な

入力処理を行うことのできるソフトウェア開

発環境の構成を行った。しかし、現時点では

音声入力の正解率が低く予想とは異なる出力

結果となってしまうことが多々あり、また登

録がされていない処理は全て文字列として扱

われてしまうため、実用性に乏しいと言わざ

るを得ない。今後の発展として Ruddtwo が提

案した音声によるソースエディタ操作を本プ

ログラムへの適応を考える。現状では本プロ

グラムは誤ったソースコードを出力した場合、

その修正はプログラマが手直しで直さねばな

らず、既存のプログミング手法の域を出ない

ためである。また、今の時点では GUI プログ

ラミングに対応をしていないため、Numpy や

Pygame などへの適応を考える。声のみによる

エディタ操作を採用することによる、手作業

から完全に脱却したプログラミング環境の構

築をこのテーマのゴールとし、その実装を目

指す。 
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